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第
二
十
回
定
期
総
会
議
案
要
旨 

 

令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
の
総
会
提
案
の 

 
 
 
 

主
要
部
分
を
掲
載
し
ま
す
。 

昨
年
度
は
新
し
い
「
子
ど
も
部
」
育
成
に
取
組
み
ま

し
た
。 

そ
し
て
魚
吹
八
幡
神
社
「
武
神
祭
」
は
、
地
域
挙
げ

て
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
斎
行
が
で
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
ダ

ブ
ル
受
賞
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
群
発
地

震
の
発
生
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
洪
水
や
地
滑
り
な
ど
、

自
然
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。 

地
球
規
模
で
は
、
各
国
に
戦
争
が
勃
発
し
、
日
本
も
そ

れ
に
よ
り
大
き
く
生
活
へ
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
に
よ
る
急
激
な
人
口
減
少
や
、
物
価
上
昇

等
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
暮
ら
し
の
環
境
が
悪
化
し
て
い
ま

す
。 そ

し
て
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
五
年
の
節
目

に
当
た
り
ま
す
。
災
害
の
記
憶
や
教
訓
を
次
の
世
代
に
伝

え
、
地
域
の
絆
を
よ
り
一
層
強
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
言
葉
の
中
で
、
今
は
「
共

助
」
の
重
要
性
が
何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

支
え
合
い
、
助
け
合
い
は
、
普
段
の
生
活
の
中
に
あ
り
、

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
自
治
会

活
動
と
考
え
ま
す
。 

自
治
会
活
動
は
、
昨
年
五
月
に
総
会
を
開
催
し
、
全
議

案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
以
降
、
大
覚
寺
ゆ
か
た
祭
り
、
夏
戎
祭
、
網
干
相

撲
大
会
、
魚
吹
八
幡
神
社
秋
季
例
祭
、
あ
ぼ
し
豊
年
祭
り
、

初
戎
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
五
月
・
十
二
月
の
一
斉
清
掃
、
九
月
の
網
干

校
区
人
権
学
習
会
、
網
干
高
校
と
共
催
し
た
防
災
訓
練
、

そ
し
て
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
酷
暑
の
中
網
干
神
社
で

子
ど
も
部
を
対
象
に
、
振
興
会
、
消
防
団
の
協
力
に
よ
り
、

水
遊
び
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
は
じ
け
た
笑

顔
が
、
今
も
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

道
路
関
連
で
は
、
網
干
三
四
号
線
の
側
溝
・
会
所
・
舗

装
整
備
、
網
干
二
三
五
号
線
の
側
溝
整
備
、
網
干
十
七
号

線
の
拡
幅
工
事
が
完
了
し
、
網
干
神
社
の
桜
の
古
木
の
伐

採
整
備
に
取
組
み
ま
し
た
。 

日
頃
の
自
治
会
活
動
は
、
網
干
っ
子
見
守
り
隊
活
動
、

防
犯
灯
の
運
営
管
理
、
防
犯
カ
メ
ラ
新
設
と
運
営
に
よ
る

防
犯
、
空
き
家
・
空
地
対
策
、
公
園
・
道
路
、
粗
大
ゴ
ミ

等
の
環
境
整
備
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。 

隣
保
の
回
覧
に
よ
る
お
互
い
の
確
認
を
含
め
、
常
日
頃

か
ら
顔
を
見
て
、
声
を
掛
け
合
い
近
所
の
繋
が
り
を
築
く

こ
と
も
自
治
会
の
主
要
な
活
動
で
す
。 

自
治
会
の
将
来
を
見
据
え
、
令
和
七
年
度
よ
り
自
治
会

に
子
ど
も
部
を
創
設
し
ま
し
た
。 

・
網
干
小
学
校
の
児
童
全
員
は
、
四
地
区
の
子
ど
も
部
に 

加
入
す
る
。 

・
子
ど
も
会
費
は
徴
収
し
な
い
（
自
治
会
費
で
運
営
す
る
） 

・
自
治
会
の
内
部
組
織
と
な
る
。 

（
役
員
選
任
、
活
動
等
は
共
同
で
取
り
組
む
） 

ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ

て
の
行
事
に
お
い
て
、
子
ど
も
達
の
気
持
ち
を
最
優
先
し

地
域
の
子
ど
も
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き
る
体
制
を
、
今

後
も
作
り
上
げ
て
行
き
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
育
成
に
向
け
て
、
地
域
の
皆
様
の
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

武
神
祭
に
つ
い
て
は
、
五
百
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。
出
立
ち
式
で
は
、
網
干
神
社
境
内
に
溢
れ
ん

ば
か
り
の
参
加
者
で
大
賑
わ
い
。
魚
吹
八
幡
神
社
で
の
奉

納
演
芸
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
観
覧
者
が
。
そ
れ
ら
の
盛

り
上
が
り
を
見
て
、
地
域
の
皆
様
の
意
気
込
み
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。 

一
つ
の
こ
と
を
一
緒
に
作
り
上
げ
、
と
も
に
汗
を
流
し
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
対
話
を
交
わ
し
、
楽
し
い
思
い
出
や

苦
し
い
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
が
、
絆
を
作
り
上
げ
ま
す
。 

「
わ
が
町
ふ
る
さ
と
、
ふ
る
さ
と
網
干
」
を
、
思
い
育
て

る
地
域
活
動
を
目
指
し
、
今
後
も
着
実
に
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。 

姫
路
南
西
部
で
は
、
兵
庫
県
立
網
干
高
等
学
校
が
令

和
九
年
三
月
に
閉
校
（
通
信
制
は
継
続
）
と
な
り
ま
す
。

地
域
と
し
て
跡
地
対
策
の
早
急
な
ま
と
め
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
近
隣
自
治
会
や
行
政
を
含
め
て
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。 

播
磨
臨
海
地
域
道
路
、
姫
路
港
臨
港
道
路
の
整
備
計
画

や
、
Ｊ
Ｒ
網
干
駅
周
辺
整
備
な
ど
も
積
極
的
に
地
域
の
要

望
等
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 

今
後
も
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
問
題

の
解
決
に
向
け
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
改
善
に
取

り
組
み
ま
す
。 

 

１
、
地
域
の
安
全
安
心
を
目
指
し
、
防
犯
灯
の
維
持
管
理

防
犯
カ
メ
ラ
の
更
新
を
実
施
し
ま
し
た 

・
消
防
車
庫
北
側
更
新 

令
和
八
年
一
月  

新
在
家
地
域
内
に
合
計
九
か
所 

 

２
、
網
干
っ
子
見
守
り
隊
活
動
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援

事
業
を
老
人
ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
協
力

し
通
年
実
施
し
ま
し
た
。 

 

３
、
人
権
同
和
活
動
、
公
民
館
活
動
を
推
進
し
ま
し
た 

・
校
区
人
権
学
習
会
網
干
小
学
校
体
育
館 

九
月
五
日 

 

 

４
、
西
姫
路
自
治
開
発
協
議
会
で
地
域
の
問
題
解
決
に 

努
め
ま
し
た
。 

 

 

・
西
姫
路
自
治
開
発
協
議
会
総
会
及
び
行
政
懇
談
会 

開
催 

網
干
市
民
セ
ン
タ
ー 

七
月
二
五
日 

 

 

５
、
各
行
政
機
関
と
地
域
問
題
改
善
の
会
議
開
催 

 

・
姫
路
市
道
路
保
全
課
（
地
域
道
路
改
修
他
） 

新
在
家
会
館 

 
 
 
  

五
月
二
七
日 

 

・
姫
路
市
環
境
監
視
協
議
会
（
二
回
／
年
） 

 
 

あ
ぼ
し
ま
ち
交
流
館 

 

七
月
・
十
一
月 
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令
和
七
年
度 

新
在
家
地
域
の
環
境
整
備 

 
 ・

市
道
網
干
十
七
号
線 

 

網
干
大
橋
か
ら
あ
ぼ
し
ま
ち
交
流
館 

 
 

道
路
拡
幅
及
び
堤
防
補
強 

 
 
 

 

六
月 

・
市
道
網
干
一
〇
三
号
線 

 

網
干
警
察
署
前
の
道
路
南
側 

 
 
 

 
 

雨
水
対
策
と
道
路
補
修 

 
 
 
 

 

六
月 

・
市
道
網
干
三
二
号
線 

 
 

 

網
干
高
等
学
校
前
道
路 

 
 

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
整
備
ほ
か 

 
 

六
月 

・
市
道
網
干
二
八
八
号
線 

 

ダ
イ
セ
ル
駐
車
場
北
側
の
遊
水
地
斜
面 

 
 

雑
草
整
備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

九
月 

・
問
屋
川
緑
道
公
園 

 
 

垣
根
の
整
枝
、
斜
面
の
防
草
シ
ー
ト
整
備 

 
 

問
屋
川
底
の
泥
上
げ
整
備 

八
月
～
十
月 

・
エ
コ
パ
ー
ク
人
口
島
へ
の
道
路 

 
 

橋
の
雑
草
整
備 

 
 
 
 
 
 
 

 

十
月 

・
網
干
神
社
境
内 

 
 

桜
木
の
枝
伐
採
整
備  

  

七
月
～
十
二
月 

 
 

桜
木
倒
木
対
策
の
伐
採
（
三
本
） 

令
和
八
年
二
月 

・
市
道
網
干
三
四
号
線 

 
 

道
路
の
会
所
・
街
渠
・
舗
装
整
備 

十
一
月 

・
本
町
交
番
の
撤
去 

 
 

交
番
、
関
連
上
下
水
道
他
の
撤
去 

十
二
月 

・
市
道
網
干
二
三
五
号
線 

 
 

瀧
口
歯
科
医
院
東
側
道
路 

道
路
側
溝
の
整
備 

 
 
 
 

令
和
八
年
三
月 

・
市
道
網
干
四
一
号
線 

東
雲
橋
南
交
差
点
よ
り
水
道
管
更
新 

 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
八
年
一
月
～
五
月 

 

                     

                    新在家自治会総会を開催します。 

５月３１日（日）午後７時より 新在家会館 １階会議室 

選任された隣保長は 必ず参加をお願いします。 

収入合計額 21,000,275 円

支出合計額 20,325,375 円

差引　残高 674,900 円

（単位：円）

科目 予算額(A) 決算額(B) 増・▲減(B-A)

前年度繰越金 838,080 838,080 0

委員会決算残金 794,146 794,146 0

各町賦課金 10,000,000 10,164,000 164,000

法人賦課金 5,300,000 5,394,000 94,000

市事務委託料 650,000 694,190 44,190

募金収入 350,000 366,600 16,600

預金利息 100 4,295 4,195

雑収入 500,000 626,744 126,744

祭典臨時賦課金 1,800,000 1,872,000 72,000

墓地管理費 200,000 200,000 0 墓地委員会から本会計へ

自動販売機売上 100,000 46,220 ▲ 53,780

合計 20,532,326 21,000,275 467,949

（単位：円）

科目 予算額(A) 決算額(B) 増・▲減(B-A)

自治事業推進費 1,500,000 1,517,700 17,700

自治振興費 870,000 856,000 ▲ 14,000

総務関係費 1,430,000 1,430,000 0

諸財営繕費 800,000 800,000 0

環境衛生費 500,000 500,000 0

会館維持費 1,140,000 1,088,280 ▲ 51,720

女性部委員会費 100,000 100,000 0 女性部活動費

子ども部負担金 500,000 500,000 0 こども部活動費

神社負担費 1,400,000 1,359,120 ▲ 40,880

祭典費 3,250,000 3,250,000 0

団体補助費 400,000 375,000 ▲ 25,000

水道光熱費 400,000 447,707 47,707

公租公課保険費 600,000 760,685 160,685

事務用品費 120,000 160,705 40,705

接待交際費 120,000 123,150 3,150

文化祭典活動費 600,000 600,000 0

福祉募金費 700,000 662,000 ▲ 38,000

総会・広報費 140,000 137,940 ▲ 2,060

行事準備金 950,000 1,013,230 63,230

旅費交通費 60,000 59,500 ▲ 500

慶弔見舞金 150,000 95,000 ▲ 55,000

行事実行費 1,900,000 1,727,700 ▲ 172,300

予備費 668,686 305,302 ▲ 363,384

雑費 233,640 456,356 222,716

武神祭負担金 1,000,000 1,000,000 0 武神祭事業積立

特別積立金 1,000,000 1,000,000 0

合計 20,532,326 20,325,375 ▲ 206,951

振興会特別助成金

新在家文化祭典振興会、その他　*三味線修理

計画していない多額の発生費用

LED取付費、防犯カメラ設置費

非常時の費用に充てる

退任協議委員・香料

新在家会館及び集会所維持費用

神社費、初穂料

祭典委員会活動費

各種団体補助費

火災保険、自治会総合保険、車検費

コピー機維持費、用紙、その他

摘要

単位自治会費、コミュニティ活動費

自治振興会費

総務委員会活動費

日赤、共同、助け合い募金　*日赤共同募金減額

総会費（通常総会義案書）

流し連費用、その他

営繕委員会活動費

衛生委員会活動費

緑の羽根及び赤い羽根募金

地代、神社賽銭、初戎吉兆など

例年通り流し連あり

支 出 の 部

令和７年度　新在家自治会収支決算報告書 
期間：令和７年4月1日～令和８年3月31日

収 入 の 部
摘要

5委員会の返戻金

戸別賦課金内訳表の通り

法人別賦課金一覧表の通り

姫路市補助金、網干地区連合自治会

収入合計額 14,820,182 円
支出合計額 10,908,834 円
差引　残高 3,911,348 円

（単位：円）

科目 予算額(A) 決算額(B) 増・▲減(B-A)

前年度繰越金 7,015,657 7,015,657 0

1区積立金 240,000 240,000 0

2区積立金 609,600 609,600 0

3区積立金 424,800 424,800 0

4区積立金 158,400 158,400 0

5区積立金 319,200 319,200 0

6区積立金 463,200 463,200 0

各自治会お祝金 400,000 560,000 160,000

出店寄付金 36,000 36,000 0

企業団体寄付金 3,440,000 3,555,000 115,000

新在家協議員寄付金 430,000 430,000 0

本会計武神祭積立金 1,000,000 1,000,000 0

利息 3,807 8,325 4,518

合計 14,540,664 14,820,182 279,518

（単位：円）

科目 予算額(A) 決算額(B) 増・▲減(B-A)

流し連 900,000 1,251,000 351,000

奉納演芸 800,000 749,000 ▲ 51,000

神輿連 500,000 110,000 ▲ 390,000

献納船 200,000 185,130 ▲ 14,870

檀尻運行 1,700,000 1,700,000 0

献納品 2,265,000 1,608,795 ▲ 656,205

準備品 5,550,000 3,894,081 ▲ 1,655,919

図書館前休憩軽食 440,000 190,000 ▲ 250,000

魚吹神社昼食 860,000 244,468 ▲ 615,532

お礼（企業・団体） 130,000 173,662 43,662

傷害保険 300,000 246,087 ▲ 53,913

予備費 845,000 551,331 ▲ 293,669

雑費 50,664 5,280 ▲ 45,384

合計 14,540,664 10,908,834 ▲ 3,631,830

令和８年度繰越金

令和７年度　武神祭積立金収支報告書　
期間：令和７年4月1日～令和８年3月31日

収入の部
摘要

2400円×100件

2400円×254件

2400円×177件

2400円×66件

2400円×133件

2400円×193件

支出の部
摘要

祭典委員会

祭典委員会

振興会

振込手数料他

3,911,348 （単位：円）

姫路市一斉清掃 

５月３１日（日）午前８時より 各町で清掃を実施します。 

各家庭で１名以上の参加をお願いします。 


